
去
る
二
十
日(

金)

五
校
時

大
人
に
な
っ
て
、
三
〇
、
四
〇
、
五
〇
、
六
〇
、

に
、
一
年
生
対
象
に
し
た
安

い
く
つ
に
な
っ
て
も
あ
り
ま
す
。
早
め
に
薬
物

全
学
習
支
援
講
話
を
行
い
ま

に
対
す
る
知
識
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

し
た
。
講
話
を
し
た
の
は
、

誘
惑
に
打
ち
勝
っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
か
ら

沖
縄
県
警
察
本
部
生
活
安
全

話
を
し
て
い
ま
す
。
今
日
学
ぶ
こ
と
は
、
将
来

部
少
年
課
の
比
嘉
勉
警
部
補

必
ず
役
に
立
ち
ま
す
。

を
招
い
て
の
講
話
で
し
た
。

講
話
の
内
容
は
、
「
①
未
成
年
者
の
喫
煙
に

と
い
う
法
律
が
あ
り
、
そ
の
中
で
「
満
二
〇
年

で
補
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

司
会
の
平
田
先
生
の
「
は

つ
い
て
」「
②
未
成
年
者
の
飲
酒
に
つ
い
て
」「
③

に
至
ら
ざ
る
も
の
は
、
タ
バ
コ
を
喫
す
る
こ
と

未
成
年
者
の
飲
酒
は
、

じ
め
の
あ
い
さ
つ
」
の
後
、

違
法
薬
物
に
つ
い
て
」
「
④
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
に

を
得
ず
」
と
な
っ
て
い
る
。

①
脳
の
機
能
が
低
下
す
る
。

名
嘉
ゆ
り
子
校
長
先
生
に
よ

つ
い
て
」
の
四
つ
で
す
。

ま
た
近
年
で
は
、
喫
煙
で
き
る
場
所
等
に
つ

②
内
臓
に
障
害
を
起
こ
す
。

る
「
講
師
紹
介
」
に
続
い
て
、

薬
物
と
は
？
自
然
界
の
物
質
及
び
化
合
物
に

い
て
も
色
々
な
制
限
が
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

③
性
ホ
ル
モ
ン
に
異
常
を
き

比
嘉
さ
ん
に
よ
る
ス
ク
リ
ー

由
来
し
て
化
学
的
に
生
成
さ
れ
た
物
質
・
薬
品

タ
バ
コ
に
は
四
千
種
以
上
の
化
学
物
質
が
含

た
す
。
④
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

ン
を
活
用
し
な
が
ら
の
「
講

の
こ
と
で
、
医
療
に
使
う
と
き
は
医
薬
品
、
そ

ま
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
二
千
種
類
以
上
が

症
に
な
り
や
す
い
。
未
成
年

話
」
、
「
質
疑
応
答
」
、
生
徒

れ
以
外
の
時
は
薬
物
と
い
い
ま
す
。
化
学
的
に

有
害
物
質(

発
が
ん
物
質
・
ニ
コ
チ
ン
等)

で
あ

だ
と
そ
の
影
響
が
さ
ら
に
大

代
表
に
よ
る
「
お
礼
の
こ
と

生
成
さ
れ
た
タ
バ
コ
や
お
酒
も
薬
物
扱
い
に
な

る
。
そ
れ
で
、
「
タ
バ
コ
は
百
害
あ
っ
て
一
利

き
く
な
る
。
酔
っ
て
い
る
状

ば
」
と
続
き
ま
し
た
。

り
、
薬
物
乱
用
の
対
象
に
な
る
。

な
し
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
喫
煙
者
は
、
タ
バ
コ

態
は
、
脳
が
マ
ヒ
し
て
い
る

な
ぜ
こ
の
時
期
に
こ
う
い

沖
縄
県
内
で
喫
煙
で
補
導
さ
れ
た
少
年
は
、

を
吸
わ
な
い
人
に
比
べ
て
、
膵
臓
が
ん1

.
6

倍
、

状
態
で
あ
り
、
状
況
に
よ
っ
て
は
急
性
ア
ル
コ

う
話
を
す
る
の
か
と
い
う

1
2
,
3
4
4

人
。
そ
の
う
ち
中
学
生
が3

,
9
9
9

人
、

食
道
が
ん2

.
2

倍
、
肝
臓
が
ん3.

1

倍
、
肺
が
ん

ー
ル
中
毒
で
病
院
行
き
、
へ
た
を
す
る
と
死
に

と
、
薬
物
の
誘
惑
は
い
つ
で

高
校
生
が1

,
8
8
5

人
で
し
た
。
ど
う
し
て
喫
煙

4
.
5

倍
、
喉
頭
が
ん
に
至
っ
て
は3

2
.
5

倍
も
が

至
る
こ
と
も
あ
る
。
脳
が
マ
ヒ
し
て
い
る
状
態

も
あ
り
ま
す
。
今
も
あ
る
だ

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
明
治
三

ん
に
な
る
確
率
が
高
い
。

な
の
で
、
理
性
が
働
か
ず
色
々
な
事
件
や
事
故

ろ
う
し
、将
来
も
あ
り
ま
す
。
十
三
年
交
付
さ
れ
た
「
未
成
年
喫
煙
禁
止
法
」

タ
バ
コ
に
は
依
存
性
も
あ
る
の
で
、
値
段
が

に
合
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
特
に
危
険
な
一

高
く
な
っ
て
い
っ
て
も
買
う
こ
と
が
や
め
ら
れ

気
飲
み
は
絶
対
に
ダ
メ
。
ア
メ
フ
ト
を
や
っ
て

ま
せ
ん
。
金
銭
的
に
も
、
一
日
一
箱
四
百
十
円
、
い
る
大
柄
な
大
学
生
が
死
亡
し
た
例
や
沖
縄
県

一
年
三
百
六
十
五
日
と
計
算
し
て
い
く
と
、
一

内
の
中
学
生
の
例
も
紹
介
。

年
で1

4
9
,
6
5
0

円
、
十
年
で1,

4
9
6
,
5
0
0

円
、
五

次
に
違
法
薬
物
に
は
、
覚
醒
剤
･
大
麻
･
Ｍ
Ｄ

十
年
で
は7

,
4
8
2
,
5
0
0

円
に
な
り
、
一
日
二
箱

Ｍ
Ａ(

合
成
麻
薬)

･
コ
カ
イ
ン
･
ヘ
ロ
イ
ン
な
ど

の
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
だ
と
一
千
五
百
万
円
近

が
あ
る
。
覚
醒
剤
は
国
内
で
出
回
っ
て
い
る
薬

く
に
も
な
り
ま
す
。

物
の
中
で
最
悪
の
も
の
で
、
人
体
や
神
経
に
対

未
成
年
は
店
で
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
の

す
る
破
壊
力
が
あ
り
、「
覚
醒
剤
や
め
ま
す
か
？

で
、
タ
バ
コ
を
得
る
た
め
に
強
盗
等
の
犯
罪
に

人
間
や
め
ま
す
か
？
」
で
す
。
悪
い
意
味
で
の

走
る
こ
と
も
あ
る
。

王
様
、
魔
王
で
す
。
手
を
出
す
と
、
最
終
的
に

次
に
、
平
成
二
十
五
年
に
飲
酒
で
補
導
さ
れ

は
廃
人
、
人
間
で
は
な
く
な
る
。
別
名
シ
ャ
ブ
、

た
少
年
は1

,
9
8
3

人
で
、
う
ち
中
学
生
が2

9
1

人

ス
ピ
ー
ド
Ｓ
と
か
呼
ば
れ
る
。
大
麻
は
、
常
用

で
し
た
。
そ
の
中
の1

0
0

名
以
上
が
集
団
飲
酒

す
る
と
幻
覚
や
妄
想
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。
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安全学習支援!!
－薬物乱用防止についての講話－

学習のねらい!!
今回の安全学習支援は、

①薬物依存による身体への害や
それに伴う被害の現状を知る。
②薬物使用の低年齢化や増え続
ける薬物乱用による犯罪の現状
を知る。
③薬物は身近にあるということ
を知るとともに、危機回避能力
の育成を図る。という三点をね
らいとして実施されました。

お礼のことば!!
生徒代表－赤嶺優実－

今日は、忙しい中私たちのた
めにお話をして頂きありがとう
ございました。タバコやお酒、
薬物は未成長の私たちの心身に
とっては、非常に有害なもので
あり，様々な事件や犯罪を引き
起こす要因にもなっていること
が分かりました。私はこれから、
犯罪を許さない強い心で薬物の
恐ろしさを忘れずに過ごしてい
きたいと思います。今日は本当
にありがとうございました。

質問
タイム

左下からつづく!!
大麻から始まることが多く、
入門的なものである。そうい
う名前を聞いたら警戒し、手
を出さない。過去には、県内
の高校生が大麻所持で検挙さ
れたこともあります。身近に
も危険は迫っているのです。
薬物には，耐性というのがあ
って、最初は少しの量だった
のが、だんだん効き目が弱く
なり、摂取量が多くなり、最
終的には10倍ぐらいになりま
す。また、中国や東南アジア
等、国によっては薬物を所持
しただけで死刑になる所もあ
ります。
脱法ドラッグは、麻薬など

とよく似た作用を持つ多幸感
や幻覚症状等をもたらし、人
体に多大な影響をもたらす。
錠剤や粉末状のものが多い
が、液体状のものもある。お
香とかアロマの名前で売って
いる。成分を変え、法律の網
の目をくぐり抜けている。脱
法ドラッグの幻覚や妄想は覚
醒剤以上である。
最後に、
それは、ダメだよ
悪いことを断る勇気
犯罪を許さない強い心

神
中
し
ー
ぶ
ん


